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◼ 市内の文化的資源の認知度、利用・見学状況については、年代が高い程、認知度、利用・見学経験が
  高くなる傾向がみられる。

◼ 過去１年間での文化的活動の有無については、全体で５割近くの人が「鑑賞・活動を行った」と回答
  しており、特に女性で高い傾向がみられる。

◼ 自分の学びのための学習会・セミナーへの参加頻度については、全体で「年１回未満」と回答した人
  が５割を超えており、特に 30 歳以下の年代で６割を超えている。

◼ 「広報あしや」の満足度については、全体で『満足している』（「満足している」+「やや満足して
  いる」）と回答した人が５割を超えており、特に女性で６割を超えている。

◼ 「広報あしや」について『不満』（「やや不満」+「不満」）と回答した人に不満な理由を尋ねたと
  ころ、全体で「知りたい情報が掲載されていない」が最も高く、特に 40 歳代で６割を超え高くなっ
  ている。

◼ 「市のホームページ」の満足度については、全体で「見たことがない」が 25.1％と、４人に１人は
  閲覧したことがない結果となっており、特に20歳以下では３割を超え、年代によって差がみられる結
  果となっている。また、80歳以上では「インターネットを接続する環境がない」が１割を超えており、
  年代によって情報の取得方法が異なることが年代による満足度の差の要因の１つであることが推察さ
  れる。

◼ 「市のホームページ」について『不満』（「やや不満」+「不満」）と回答した人に不満な理由を尋
  ねたところ、全体で「情報が探しにくい、読みにくい」が最も高くなっている。

２　結果の要約

＜文化的なふれあいや学び＞














































